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２０１３年度 明治大学法科大学院 論文試験問題 

 

【民 法】 

 

問題１ 「任意代理」における「代理権濫用」について、その具体例を挙げ、

どのような法的処理がなされるかについて、判例の立場を前提にして説

明しなさい。その際、代理権濫用と有権代理との関係が明らかになるよ

うに留意しなさい。 

 

 

問題２ Ａは、Ｂとの間で、Ｂが所有する甲建物を３年間賃借する旨の賃貸借

契約を締結し、賃料の３ケ月分の敷金をＢに交付し、甲建物の引渡しを

受けた。この場合について、判例の立場を前提にして下記の問いに答え

なさい。なお、各問いは独立した問題である。 

 

問１ ３年間の賃貸借契約が円満に終了して、ＡがＢから甲建物の引渡請求を

受けた場合、Ａは、Ｂに対し、「敷金の支払いがあるまでは、甲建物の引

渡しを拒絶する」と主張することができるかについて、敷金の法的性質を

示した上で、解答しなさい。 

 

問２ Ａ・Ｂ間で賃貸借契約が締結された１年後に、Ｂは、Ａに賃貸中の甲建

物をＣに売却し、Ｃは、甲建物の所有権移転登記を経由した。賃貸借契約

が円満に終了し、Ａが敷金返還請求権を有する場合、Ａは、誰に対して、

敷金の返還を請求することができるかについて、その法的根拠を示して解

答しなさい。 

 

問３ Ａ・Ｂ間で賃貸借契約が締結された１年後、Ｂは、Ａに賃貸中の甲建物

を、Ｃに売却し、Ｃは、その所有権移転登記を経由した。賃貸借契約が終

了した後Ａが退去する前に、Ｃは、この甲建物をＤに売り渡すと共に、Ｄ

名義の登記が経由されたが、Ｃ・Ｄ間では、敷金をめぐる権利義務はＤが

承継する旨の合意をした。Ａは、誰に対して、敷金の返還を請求すること

ができるかについて、その法的根拠を示して解答しなさい。  

 

 

 


